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粘着トラップが仕掛けられ翌朝に回収された．採集地Ｂ

は地上の飲食店街で，市北部の繁華街にあり，種々の小

規模な飲食店が地上の１階および２階に約100店集って

いる．捕鼠作業は1984年３月に地区保健所の係員により

生捕金網かごを用いて行われた．採集地Ｃは市内各地の

民家，店舗，市場，事務所などであり，ＡやＢのように

飲食店だけが集った特殊な環境ではない．捕鼠作業は19

84年３月に各地保健所の係員によって生捕網かごを用い

ておこなわれた．ネズミが捕獲できたのは市内８行政区

からであり，広い範囲のネズミが含まれる

ゴキブリはＡ群のネズミと同じ地下飲食店街で捕獲さ

れた．捕獲作業はゴキブリ用粘着トラップを用いて1983

年12月および1984年２月の２回おこなわれた．

虫体の採集・固定および保存方法：捕獲されたネズミ

は実験室において麻酔死させ，種および性別を判定し，
体重，頭胴長，尾長などを測定したのち，胃から直腸ま

での消化管全域を切開して肉眼的に鉤頭虫感染の有無を

しらべた．虫体は吻を破損しないように注意深く採取し

てシャーレに移し，よく水洗して冷水に数時間から２日

間保存して虫体を弛緩させたのち，１０％熱ホルマリン液
または熱ＡＦＡ液（85％アルコール８５：ホルマリン10：
氷酢酸５）で固定して保存した．

雌雄の判別と吻の計測：ホルマリン固定した虫体はア

ルコール脱水してキシレンに浸漬し，また，ＡＦＡ固定

したものについては45％酢酸に浸漬してそれぞれ虫体を

透化させ，精巣，卵巣球など生殖器官の構造から雌雄を

判定した．吻の長さと最大幅の計測はＡＦＡで吻が仲

はじめに

1983年，大阪市内在住の幼児にＭｂ"i/11/b'加川幼伽

の感染がみられ，これは我国で初めての人体症例であっ

た（井関ら，1985).この虫の終宿主はドブネズミとクマ

ネズミが主であり中間宿主はゴキブリである．ヒトへの

感染はゴキブリの体腔内に発育した幼虫cystacanthを
誤って口にすることによっておこる．

今回，大阪市内で捕獲されたドブネズミＲａＺｍｓ〃o‐

γUegicwsll4頭とクマネズミＲ、γαｔｍｓ２４頭について

川.”6伽の感染状況を調査し，検出された虫体および

虫卵の形態を観察した．また大阪市内で捕獲されたワモ

ンゴキブリＰｅ７ｊｐｍ"etaame7zcα"α，クロゴキブリＰ・

んJigi"OSαおよびチャバネゴキブリBZatte"ａｇｅγ､α"i‐
cαについてＭ・吻励ｓ幼虫の感染状況を調査したの

で，その結果をあわせて報告する．

材料および方法

採集地および捕獲方法：ネズミの採集地は生息環境の

違いから次のＡ，ＢおよびＣの３群に分けられる．採
集地Ａは地下飲食店街で，大阪市南部の繁華街にあり，

地下１階および地下２階に比較的小規模な飲食店・喫茶
店など約50店舗が集っている．捕鼠作業は同地下街管理
事務所が契約している防疫会社の協力を得て行われた．

1983年11月および1984年２月の地下街定休日に，捕鼠用
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ネズミ114頭，クマネズミ24頭であった．採集地別にネ

ズミの種類と，体重509以下と509以上のグループに分

け，それぞれの検査頭数，Ｍ・血6伽感染頭数，感染

率，採集虫体数および陽性ネズミ１頭あたりの最多寄生

数と平均寄生数をまとめてＴａｂｌｅｌに示した．Ａ群の

地下飲食店街で捕獲されたネズミは全てドブネズミであ

り，合計４１頭中Ｍ、血6伽の感染がみられたのは

509未満の個体では８頭中２頭（25％)，５０９以上の個

体では３３頭中３２頭（93.9％）であった．採集された

虫体は412隻で，陽性ネズミ１頭あたりの最多寄生数

は70隻，平均寄生数は509未満の個体では１隻，５０９以

上のものでは13.2隻であった．Ｂ群の地上の飲食店街

で捕獲されたネズミはクマネズミ８頭とドブネズミ17頭

の合計25頭であり，５０９未満の個体には感染はみられな

かったが，５０９以上の個体ではクマネズミでは７頭中２

頭（28.6％)，ドブネズミでは１６頭中１０頭（62.5％）が

陽性であった．採集された虫体数は94隻で，陽性ネズミ

１頭あたりの最多寄生数はクマネズミでは３隻，ドブ

ネズミでは21隻，また平均寄生数はそれぞれ2.5隻と８．９

隻であった．Ｃ群の民家，店舗，市場，事務所などで捕

獲されたネズミはクマネズミ16頭とドブネズミ56頭の合

計72頭であり，このうち感染がみられたのは港区の中央

市場で捕獲されたドブネズミ（体重1789,雄）１頭のみ

展した状態に固定された標本についておこなった．吻の

長さはその先端から最後部の鉤の位置までの距離とし，

幅は鉤の露出部を除いた最大幅とした．

虫卵の計測：虫卵はネズミの盲腸および大腸内に貯留

した糞便からホルマリン・エーテル法で集卵し，その大

きさを内殼と外殻について計測した．

ゴキブリ体内のcystacanthの採集：捕獲されたゴキ

ブリは麻酔死させ，脚および翅を切除したのち生理食塩

水を入れたシャーレ内のゴム板に虫ピンで固定し，胸部

および腹部の背側クチクラをはぎ取って実体顕微鏡下で

体腔内に寄生するcystacanthを採集した．Cystacanth

の一部は感染実験に使用し，残りは１０％ホルマリンで固

定，保存した．

Cystacanthのラットへの感染：ワモンゴキブリより

分離したcystacanthを３頭のＳＰＦラット（ウイスター

系，５週齢雄，体重959）にそれぞれ20コ宛カテーテル

で胄内に投与した．投与後定期的に糞便検査を実施し，

虫卵が検出された場合その大きさを計測した．また後日

感染ラットから回収した成虫の形態を観察し，それぞれ

自然感染例から得たものと比較検討した．

結果

腸管の検査を行なったネズミの総数は138頭で，ドブ

TablelTheprevalenceofMb"iZi/bγ伽ｓ伽励ｓａｍｏｎｇｈｏｕｓｅｒａｔｓｉｎＯｓａｋａ

Ｎｏ．ofworms

perinfectedrat
Ｎｏ．ｏｆｒａｔｓ

lnfectionNoofworms

rates（％）collected
Ｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔ
ｏｆｒａｔｓ（９）

Species
ofratsLocality＊

examinedinfected rｎａｘ１ｒｎｕｎｌｌｎｅａｎ

１

１３．２

２

３１

2５

９３．９

２

４１０

1

70

８

３３

22-49

50-255

ＲａＺｍｓ
●

〃ＯγUegzC"Ｓ

Ａ

０

２．５

０
５

０
３

０
２

０

２８．６

１
７

ＲａＺｍｓ

７ａＺｍＳ

37

50-138

Ｂ
０

８．９

０
皿０

６２．５

０

８９

０

１０

38

50-263

1

16

ＲａＺＺ"ｓ
●

〃ｏノヨUegzczｲ3

０
０

０
０

０
０

０
０

６
０
１

０
０

27-42

50-172

ＲａＺｍｓ

７ａｔＺＺＺＳ

Ｃ ０
１

０
１

０
１

０
１

０

２．２

1０

４６

ＲａＺＺ〃ｓ

●

〃ｏ７ｕｅｇｚｃｚ(３

30-47

50-299

＊Ａ：Aplacewherenearlyfiftysmallrestaurantsandsnackbarsarefoundclosetogetheratthefirst
andsecondbasementsofaterminalstationintｈｅｓｏｕｔｈｐａｒｔｏｆｔｈｅｃｉｔｙ，

Ｂ８Ａｐｌａｃｅｗｈｅｒｅａｈｕｎｄｒｅｄｏｒｍｏｒｅｓmallrestaurantsclustertogetherinatwo-storybuildingnearby
aterminalstationinthenorthｐａｒｔｏｆｔｈｅｃｉｔｙ．

Ｃ：Severalresidentialareasinthecity．
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Table2TheinfectionrateandthenuｍｂｅｒｏｆＭ０"iZがＭ"ハ伽6i"ｓｉｎＲａＺＺ"ｓ〃oγuegiα‘ｓ
ｂｙｓｅｘａｎｄｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔ，ｉｎＯｓａｋａＣｉｔｙ

Ｎｏ．ofworms

perinfectedrat
Ｎｏ．ｏｆｒａｔｓ＊

Ｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔ
ｏｆｒａｔｓ（９）

Ｓｅｘ

ｏｆｒａｔｓ
lnfectionNoofworms

rates（％）collectedexaminedinfected
Iｎａｘ１ｎｌｕｌｎｎｌｅａｎ－

２２－４９

50-99

100-199

200-263

５
１
８
６

１

２
１
５
５

１

４０

１００

６２．５

８３．３

２
６
６
９

９
６
４

１

１
０
０
９

７
４
１

１

１７．８

１３．２

９．８

Ｍａｌｅ

Totals 3０ 2３ 7６．７ 313 7０１３．６

３２－４９

50-99

100-199

200-234

４
８
１
５

１

０
６
９
５

０

７５

８１．８

１００

０
１
９
８

８
５
４

０
６
１
５

２
２
２

０

１３．５

６．６

９．６

Female

Totals 2０ ７１．４ 188 2６９．４2８

＊TheseratswerecapturedatthelocaｌｉｔｙＡａｎｄＢｓｈｏｗｎｉｎＴａｂｌｅｌ．

の群はそれ以下の群に比して有意の差（p＜0.05）をも

って大きいことが認められた．吻の長さと幅には雌雄間

にも有意差が認められた．すなわち，体長別のどの群に

おいても雌虫の平均吻長・吻幅は雄虫のそれより咄大で

あった．また，採集された最小の個体（体長1.45ｍｍ）

の吻は340×l6qumであり，1.6ｍｍの個体では450×

200ﾉﾘｍであった．

虫卵は無色ないし淡黄色楕円形で，内，外２重の殻を

有し，内殻はacanthorと呼ばれる幼虫を包蔵している

(Fig.２)．虫卵の大きさは50コについて計測した結果，

外殻は106～123×57～65,α、（平均114.8×60.6,(、）で

内殻は85～98×38～45,α、（平均93.1×41.3四ｍ）であっ

た．

ゴキブリにおける〃.”6i"ｓの幼虫cystacanthの

寄生状況はＴａｂｌｅ５に示した．ワモンゴキブリでは８

匹中７匹に寄生がみられ，１匹あたりの最大寄生数は

196コであった．クロゴキブリは１匹しか捕獲できなか

ったが，その個体には７コの寄生がみられた．チャバネ

ゴキブリは極めて多数捕獲されたが，そのうち雌雄の成

熟個体合計50匹を検査し，２匹が陽性で寄生数はそれぞ

れ２コと４コであった．

Cystacanthの外形は楕円形で，ゴキブリのhaemocy‐

tｅ由来の透明なゼリー状の部厚い外層が，陣笠状をし

た幼虫を包んでいる（Fig.３)．外層の大きさは1.2～1.9

×０８～1.3ｍｍ（平均１．６×1.1ｍｍ）で，内部の幼虫は

0.7～1.1×0.6～0.8ｍｍ（平均1.0×0.7ｍｍ）であった．

であった．寄生数は１隻で，体長５ｃｍの雄虫であった．

Ｍｃ〃6伽の寄生が認められたネズミ46頭のうち最

小の個体はＡ群のドブネズミの雄で体重は２２９であっ

た．

Ａ群およびＢ群のネズミのうちドブネズミについて，

雌雄別・体重別に感染率，虫体数および１頭あたりの最

多寄生数と平均寄生数をＴａｂｌｅ２に示した．体重別にみ

ると，５０９未満の個体では感染率は雄で40％，雌で０％

と低く，また１頭あたりの寄生数も１隻と少なかった．

体重が５０９をこえると寄生率は62.5～100％と飛躍的に

高い値を示した．１頭あたりの最多寄生数および平均寄

生数は雌雄ともに50～999の個体群において最高値を示

した．いずれも雄ネズミの方が雌よりも幾分高い値を示

した．

採集された虫体の総数は507隻で，性比は雄１に対し

て雌1.3であった．最小の個体は体長1.45ｍｍ（Fig.４)，

最大は雄虫で85ｍｍ，雌虫で230ｍｍであった．種々の

大きさの虫体をＦｉｇ．１に示した．

吻における鉤の配列は多数の個体について観察した結

果，縦12列，各列９～12段で10段のものが最も多かっ

た．釣の配列に雌雄差は認められなかった．

吻の長さと幅の計測値を雌雄別，体長別にＴａｂｌｅ３

に示した．雌雄ともに体長が大きくなるにつれて平均吻

長も大きくなり，その値は体長６～20ｍｍと50～80ｍｍ

の個体群間では雌雄ともにｔ-検定で強い有意差（p＜

0.01）が認められた．吻の幅は雌雄とも体長50ｍｍ以上

（６５）
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Table3RelationshipofsizesbetweentrunkandproboscisinMb"iZi/bγ〃SCJ"6伽

ProboscisNumberof

m70rnls

exaInined

Trunk

length
(ｍ、）

Sｅｘｏｆ

ｗｏｒｌｎｓ ｗｉｄｔｈＱｕｍ）
ｍｅａｎｒａｎｇｅ

length（似、)＊
ｍｅａｎｒａｎｇｅ

170-200

150-200

180-200

458.6

472.5

487.8

410-490

420-500

460-520

181.4

179.2

186.7

４
２
９

１
１

６－２０

２１－５０

５１－８０

Ｍａｌｅ

190.0

190.9

197.1

195.5

470.7

493.6

508.6

516.6

420-510

470-520

490-520

470-590

180-200

180-200

190-210

170-210

６－２０

２１－５０

５１－８０

８１－１６５

４
１
７
９

１
１

２

Ｆｅｍａｌｅ

＊Theproboscislengthrepresentsthedistancefromtheanteriorextremｉｔｙｏｆｐｒｏ‐

ｂｏｓｃｉｓｔｏｔｈｅｐｏｉｎｔｏｆｅｍｅｒｇｅｎｃｅｏｆｔhelastorposteriorhooks・Ｔｈｅｍｅｓｕｒｅｍｅｎｔ
ｗａｓｄｏｎｅｏｎｔｈｅｗｏｒｍｓfixedwiththeAFAsolution．

Table4TheprevalenceofMb"iZi/bγ〃ｓ伽6伽cystacanthsamongcockroachescaught

atundergroundrestaurantsinOsaka

Ｎｏ．ofcockroaches＊ Nqofcystacanths
detectedfrom

infectedcockroach

Speciesof
cockroaches

dissectedinfected

〃γ”Zα"eraα"z”zcα"α

Pb九Zigi"ｏＳａ

ＢｍＺＺｅＺＪａｇｅ７ｍα"zca

８
１
０
５

７
１
２

1，１１，１１，２１，２５，３２，１９６

７

２，４

＊CockroacheswerecaughtatthelocalityA．

ワモンゴキブリから採集したcystacanthをラットに

感染させた場合，虫卵は感染38日後から糞便に排出さ

れ，その形態，大きさは自然感染したネズミから得たも

のとの間に差異を認めなかった．また，ラットから得た

成虫も，吻の大きさ，鉤の配列ともに自然感染例のもの

と同じであった．

に，そして林（1968）は名古屋港湾地区のドブネズミ

120頭の0.8％にそれぞれＭ伽6/"ｓの感染がみられた

ことを報告している．

また，神谷ら（1968）は奄美大島古仁屋のドブネズミ

27頭の15％，および与論島のドブネズミ11頭の９％とク

マネズミ19頭の５％に，田中ら（1976）は兵庫県西宮市

の下水道のドブネズミ297頭の0.7％に，宇賀ら（1983）

は兵庫県の動物園内のドブネズミ81頭の１．２％にそれぞ

れＭ､、o""jybr伽ｓの寄生を報告している．

一方，北海道では山下・森（1954）が札幌のドブネズ

ミ1954頭とクマネズミ2725頭について調べ，東京近辺で

は田辺・武石（1936)，林ら（1951)，徳地（1959)，堀

ら（1969)，神谷ら（1971)，堀・楠井（1972)，内田ら

(1984)，名古屋では武田（1961)，正垣ら（1972)，山中

ら（1979)，大阪では中島ら（1971)，兵庫では宇賀ら

(1981,1982)，米子では森下（1952)，また熊本では三浦

ら（1956）などがそれぞれ100～200頭におよぶドブネズ

ミやクマネズミ1こつＶ､て内部寄生虫調査を行なっている

が，これらの報告ではＭｏ"iJjifoγ〃Sの感染は記録され

考察

Ｍｂ刀"ｌｙＭ'２ｉｓ属鉤頭虫を日本で初めて報告したのは

YamagutiandMiyata（1938）であるが，これは神戸

港に碇泊中の台湾・上海・大連航路の船舶内のクマネズ

ミからであった．国内のネズミにおける感染は西村

(1942）によって初めて明らかにされた．すなわち，福岡

市内のドブネズミ579頭中５頭（0.8％）から検出され，

その成虫および虫卵の形態からＭ伽6帖と同定され

ている．その後，阿部ら（1960）は鹿児島県徳之島のド

ブネズミ24頭の37.5％およびクマネズミ６８頭の33.8％

に，宮崎（1946）は鹿児島市内のドブネズミ269頭の３

％に，佐藤ら（1952）は京都のドブネズミ62頭の１．６％

(６６）
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の形態を詳しく検討した結果Ｍ・伽6/"ｓとは異るとこ

ろから，これをＭｏ,!i/i/bγｍｓｓｐ、として報告した．ち

なみに，その体長は50～230ｍｍでＭ・伽6伽と変らな

いが，吻は325～420×97～155"ｍで川.”6伽に比し

て小さく，鉤も12列,各列７～８段と少ない．また虫卵も

外殻が76～82×41～46,αｍ，内殼64～71×28～31βｍであ

って著しく小さい.また大島はこの報告の中の追記で,東

京の荒川戸田橋で捕獲されたドブネズミ１頭から３隻の

鉤頭虫を採集したが，その成虫および虫卵の形態的特徴

はハタネズミ，アカネズミから採集したものとほぼ同じ

であったと報告しており，やはり川．〃６，ｓとは大き

く異る．Petrotschenko（1958）は，これら大島の得た

標本を，主として北米のリスにみられるＭｃｍｒＡｉとし

て扱っているが，〃.、o""i/ｂ７ｍｓとＭｃｚαγＡｉとは

形態の全てが極めてよく似ているので，これを〃.ｃルー

γ〃とするにはさらに検討の余地があると,思われる．

要するに現在までに国内の住家性ネズミから採集され

た鉤頭虫は殆んど全てＭ､cJ"6伽であり，大島（1953）

が報告したドブネズミの１例のみがＭ・ｍｏ"izzi/b「ｍｓ

または川・cZαγ〃に属するものであった．今後ネズミか

らＭｏ"",i/Ｍ、を採集した場合には，吻の大きさ，鉤

の配列，虫卵の大きさなどについて詳しく観察し記載す

ることが望まれる．

今回の調査で，飲食店街において捕獲されたドブネズ

ミの体重別寄生率をみると，５０９以下のものでは22.2％

と低いが，捕獲されたネズミのうち最小の229の個体で

もすでに感染がみられ，それから採集された虫体は１隻

で体長５ｍｍであった．このことは509以下の幼獣が

ゴキブリを直接捕食することは少ないが，それでも稀に

は捕食するか，あるいは母ネズミが捕って与えるのか，

または母ネズミが捕食した際に口や体表に付着したｃｙ‐

stacanthによって仔ネズミが偶発的に感染する場合など

もあることが考えられる．５０９を越えると感染率，寄生

数も飛躍的に増加する．特に１個体あたりの最多寄生数

および最多平均寄生数は雌雄ともに50～999の群のネズ

ミであり，５０９以上のネズミは活発にゴキブリを捕食し

ていることを示している．

採集された虫体の性比は，雄１：雌Ｌ３であったが，

ラットを用いた感染実験においてもほぼ同様の結果が得

られている（CromptonandWalters，1972)．

ネズミの性別によるＭ・伽6伽に対する感受性の差

についてCromptonandWalters（1972）は多数のラ

ットを用いた感染実験から，雄ラットは雌よりも感染し

易く，平均寄生数も多いと報告している．今回の自然感

ていない．

このように，過去の報告をみると国内のネズミにおけ

るＭｏ"izzi/bγ"zｉｓの感染率は奄美群島を除いて全般的に

みて高いものではない．今回の調査では，大阪市内の繁

華街にある地下飲食店街および地上の飲食店街で捕獲さ

れた体重509以上のドブネズミにおけるＭ（"6伽の

感染率がそれぞれ93.9％，62.5％で，大阪市内の一般民

家などのネズミにおける感染率２．２％や過去の報告例に

比して異常に高い値を示した．このことは，これらの飲

食店街の厨房は年間を通じて暖かくエサも豊富で天敵も

おらず，夜間閉店後はヒトすらいなくなるのでネズミに

もゴキブリにとっても好適な生息環境であるため，両者

の生息密度がかなり高いことが大きな原因であろう．そ

して，このような環境ではネズミはゴキブリをしばしば

捕食し，ゴキブリはネズミの糞をよく摂食していること

を物語っており，それによって川.”6伽のｌｉｆｅcycle

が極めて効率よく回っていることを示している．

もちろん，これら飲食店街ではネズミやゴキブリの繁

殖を野放しにしているわけではなく，防疫会社などと契

約して定期的にネズミ駆除と殺虫剤散布とを実施してい

るが，その努力にも拘らず，定休日や夜間閉店後は従業

員が全て帰宅して店舗は無人となること，小さな店舗が

多数集っていることなどもあって，駆除対策が十分には

効果をあげていないようである．高尾（私信)によれば，

最近，福岡市内の食堂街でもネズミとゴキブリにMom

Zjybγ，"isの高い感染がみられるという．都市化に伴って

飲食店が１ケ所に多数集った，いわゆる食堂街が全国各

地に出現しているが，そのような場所においては感染が

広まっているのであろう．

前記のように我国の住家`性ネズミからはＭ，ＣＭ)伽

と〃.,"o""Z(/10,wzisの寄生が報告されているが，両者

の学名使用上の混乱と，それに対する現著者らの見解は

前報（井関ら，1985）に詳しく述べた．今回の調査で得

られた虫体は吻の大きさ，鉤の配列，虫卵の大きさな

どから全てＭ伽6伽と同定された．また，［H中ら

(1976）および宇賀ら（1983）が〃．、o刀iZi/blwliSとし

て記載した標本は，現著者らが後日観察する機会を得て

検討した結果，両者ともＭｃＺ"6i"ｓの形態的特徴を有

していた．神谷ら（1968）の報告には虫体および虫卵の

形態が記載されていないので，どちらであるかは判定で

きない．

大島（1953）は秋田および東京のハタネズミMiCro‐

Z"Ｓ〃zo"te6eZ〃とアカネズミAPocJem"SSPeCioSHSに

Ｍｏ""zi/bγ"zｉｓが高率に感染していることを見出し，そ

（６８）
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染例では一見そのような傾向がみられるものの，感染率

はＸ２テストにおいて有意差はなく，また１頭あたりの

平均寄生数もWilcoxonの同位をもつ順位和検定にお

いて雌雄間に有意差は認められなかった．

採集された虫体のうち最大のものは雄85ｍｍ，雌230

ｍｍであった．ネズミの腸管における〃.‘"6伽の発

育はネズミが摂取する澱粉の量，糖の種類や量によって

左右されるし（NesheimeZα/､，１９７８；Parshadetα/､，

1980；ＫｅｙｍｅｒｅｔａＺ.，1983)，感染後の日数や１個体あ

たりの寄生数，あるいは初感染か再感染かによっても異

る（BurlingameandChandler，1941)．ちなみに

BurlingameandChandlerのラットでの実験で得た最

大の虫体は感染７週後では雄30ｍｍ，雌60ｍｍ，６カ月後

では雄145ｍｍ,雌320ｍｍであった．また松本（1939）

はラットに感染させた場合，１００日後では雄80～95ｍｍ，

雌130～160ｍｍで，124日後ではそれぞれ100ｍｍと200

～205ｍｍであったと記し，彼が台湾のネズミの自然感

染例から得た最大の虫体は270ｍｍであった．今回の調

査では体重１５０９以上の大きなネズミにおいても大小さ

まざまの虫体が１個体のネズミに同時に寄生しているこ

とが観察され，再感染が次々におこっていることを示し

ている．

吻における鉤の配列は完全に規則的な螺旋状を示すも

のではなく（Fig.６)，計数困難な場合もあるが，今回の

虫体では12列×９～12段で，１０～11段のものが圧倒的に

多かった．WardandNelson（1967）はエジプトのドブ

ミから得たＭ、ｍｏ""i/Ｍ'2ｉｓ〔彼らは〃．‘2‘6伽は

Ｍ,,zo,ziZjyb7〃sのsynonymであるとするVanCleave

(1953）の説を採っている.〕の鉤の配列を観察し，雄は

1o段のものが最も多く，雌は11段が多いと報告している

が，今回の虫体ではそのような雌雄による差異は認めら

れなかった．

鉤頭虫類の吻の大きさは，それぞれの種によってほぼ

一定しており，その形状とともに分類上の大きな指標に

なるとされている．しかし吻の頚部への移行部は明瞭な

場合もあるが（Fig.５)，そうでない個体の方が多い．

したがって吻の長さを測定する場合にはその基準をはっ

きりしておかないと各報告に記載された計測値と比較す

ることが困難となる．また，もし虫体の成長に伴って吻

も大きくなるのであれば，計測に供した標本の体長も問

題となるであろう．過去の報告にはこれらの点を明示し

たものは少ない．今回の計測に際してはVanCleave

(1953）およびPetrotschenko（1956）の基準に従った．

Ｍ、α"6/"Ｓの吻の大きさについてはＣhandler（1941）

は550～650×190～240/ｚｍと記載し，WardandNelson

(1967）は320～520×130～210,ｕｍ,平均420×180βｍと

している．今回の計測値は，この両者の中間的な値を示

した．また，雌雄間に吻の大きさの差が認められたが，

WardandNelson（1967）も同様の結果を得ている．

Petrotschenko（1956）はＰＣ/jﾉｍｏｍＡ"ｓ加αg"ａｓの

観察結果から，吻の大きさは中間宿主体内における幼虫

の時期から終宿主体内での成虫時期の発育に至るまで殆

んど変化しないと述べているが，今回のＭα"6i"ｓの

観察では終宿主体内での発育過程においても吻の大きさ

は，有意の差を持って，ある程度大きくなることが示さ

れた．

虫卵の大きさは川．‘"6伽として報告された台湾で

の松本（1939）の計測値，外殻104～128×59～79/、，内

殻83～101×34～49’ｍや福岡での西村(1942)の値，外

殻109～123×57～67川，内殻88～97×37～43川，北米

でのＣhandler（1941）の値,外殻112～125×55～62βｍ，

内殼85～90×36～38βｍなどとよく一致した．

ゴキブリにおけるＭ・血6伽の自然感染例の調査報

告は国内ではまだないようである．今回の調査で捕獲さ

れたゴキブリの数は少なかったが，ワモンゴキブリには

高率かつ濃厚に感染していることが判明し，クロゴキブ

リおよびチャバネゴキブリにも感染がみられた．また，

これらから分離されたcystacanthは，これをラットに

感染させた結果から〃．”6伽の幼虫であることが確

認された．

ワモンゴキブリは〃．”6i"ｓの好適中間宿主であり

(Chandler，1941)，古くから感染実験にもよく使用され

ている（YamagutiandMiyata，１９４２；Mercerand

Nicholas，１９６７；Lackie，１９７２；RotheramandCrom

pton，1972)．Lackie（1975）は感染実験の結果，ワモ

ンゴキブリのほか，コワモンゴキブリＰＣ'秒/α"eraα”

St7-aZaSiaC，トウヨウゴキブリＢｍＺＺａｏ７ｉｅ７,tα/ｉｓおよび

チャバネゴキブリには感受性があるが，ハイイロゴキブ

リＭｚ”/zocZacz"ｅ７ｅａ，マデイラゴキブリLez4cOP/Ｚａｅａ

ｍａａｅ７ａｅおよびBZa6e7wscγα"i旅γには感受`性がなかっ

たと報告している．クロゴキブリで自然感染がみられた

のは今回が初めてのようである．チャバネゴキブリは同

じ場所で捕獲されたワモンゴキブリに較べて感染率が低

かった．これは感受性の差というよりも両者の生存期間

に大きな差があること，および前者よりも後者がはるか

に大型種であることが原因なのであろう．チャバネゴキ

ブリの幼虫期間は約２カ月，成虫の生存期間は３～５カ

月であるのに対し，ワモンゴキブリの場合はそれぞれ６

（６９）
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を調査し，虫体の形態観察をおこなった．

感染率は，体重509以上のネズミについてみると，地

下飲食店街のドブネズミ33頭では93.9％，地上の飲食店

街のドブネズミ16頭では62.5％，クマネズミ７頭では

28.5％，一般民家などのドブネズミ46頭では2.2％，ク

マネズミでは地下飲食店街のドブネズミ８頭の25％が陽

性であったが，他地区のドブネズミ11頭，クマネズミ７

頭は全て陰性であった．

採集された釣頭虫の総数は507隻で全てＭo""加｢‐

〃Sα"6伽であった．‘性比は８１：旱１．３，最小虫体

は1.45ｍｍ，最大虫体は885ｍｍ，旱230ｍｍ，１頭あた

りの最多寄生数は70隻であった．

吻の大きさは平均値において雌虫の方が雄虫よりも有

意の差を持って大きいこと，および体長が大きくなるに

つれて吻も大きくなることが示された．

吻における鉤の配列は12列９～12段で10段のものが最

も多かった．‘性による差異は認められなかった．

虫卵は外殻106～123×57～65β、（平均115×6Ｍｍ)，

内殻85～98×38～45β、（平均93×4Ｍｍ）であった．

過去に報告された日本の住家`性ネズミにおけるＭ〃‐

/i/bγ〃s属釣頭虫について，その種名，Ｍ・伽6伽,川．

"'o"ｉＪｌｉ/bγ〃S，川.Ｃ血γ〃の使用上の混乱を指摘し，考

察を加えた．

ゴキブリは地下飲食店街で捕獲され，ワモンゴキブリ

では８匹中７匹に〃．‘z`6il`ｓのcystacanthの寄生が

みられ，１匹あたりの最多寄生数は196コであり，クロゴ

キブリおよびチャバネゴキブリにも寄生が認められ,た．

ワモンゴキブリから採集したcystacanthをラットに

感染させて得られた虫卵と成虫の形態は自然感染例から

得たものとの間に差異を認めなかった．
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尚，本論文内容の一部は第５３回日本寄生虫学会総会

(於：米子，1984）において発表した．

～12カ月と１～２年とされている（石井，1976）した

がって，ワモンゴキブリはその生存期間中に鉤頭虫卵を

含むネズミの糞を摂食する機会がチャバネゴキブリより

も多いであろうし，また大型なので１度の摂食量も必然

的に多いであろう．さらに，ゴキブリに摂取されたＭ・

血6伽の虫卵の中のacanthorがacanthellaを経て

cystacanthにまで発育するには27°Ｃで７～８週間を要

する（KingandRobinson，1967)．これらのことから，

同じ場所でゴキブリの成虫を捕えて検査した場合，ワモ

ンゴキブリやクロゴキブリはチャバネゴキブリに比して

感染率が高く，保有cystacanth数も多いのは当然であ

ろうと考えられる．

なお，中間宿主体内における鉤頭虫類の発育過程の各

ステージに対する用語についてはacanthor→preacanth‐

ella→acanthellaとする場合もある（Ptrotschenko，

1956）が，ここではKingandRobinson（1967）や

Nicholas（1967）が使い，その後一般的に使われている

acanthor→acanthella→cystacanthの用語に従った．

〃.‘"6i"ｓはヒトにも感染するので，飲食店街のネズ

ミやゴキブリがこのように高率に感染していることは問

題であり，また，鉤頭虫のほかにも，ネズミが終宿主で

ゴキブリが中間宿主となる寄生虫でヒトにも感染するも

のとしては縮小条虫Ｈｙ,，ZどれoZePisa加川rαやＣＯか

gy/o"e､α〃/Cﾉｶｧzzmもある．さらに赤痢アメーバのシ

ストをはじめ，サルモネラを含む40種にもおよぶ病原細

菌やpoliomyelitisのウイルス，病原』性のカビＡＷｒ‐

giZZ"ｓなども自然界のゴキブリから分離されるという

(ＨｅｒｍｓａｎｄＪａｍｅｓ,1961)．ネズミもまた各種疾病をヒ

トに伝播することは論をまたない．事実，大阪や名古屋

で捕獲されたネズミからはサルモネラが分離されている

（中島ら，1971；山中ら，1979).今回の調査で，ネズミ

とゴキブリの両者にＭα"6伽が高率に感染している

ことから，ネズミはゴキブリをよく捕食し，ゴキブリは

ネズミの糞をよく摂食していることが明らかとなった

が，このようにネズミとゴキブリ両者の生息密度の高い

環境では，両者による病原体のヒトへの伝播効率は相乗

的に高くなるのであろう．都市化に伴って，多数の飲食

店が１カ所に集中した飲食店街が全国各地に出現してい

るが，ネズミとゴキブリの駆除には十分な配慮がなされ

ねばならない．

要約

大阪市内で捕獲されたドブネズミ，クマネズミおよび

ゴキブリにおけるＭＯ""lybγ'、（釣頭虫）の感染状況

（７０）
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THE PREVALENCE OF MONILIFORMIS DUBIUS MEYER, 1932 (ACANTHOCEPHALA)

AMONG HOUSE RATS AND COCKROACHES IN OSAKA, JAPAN, AND

THE MORPHOLOGICAL OBSERVATION OF THE WORM

Motohiro ISEKI, Isao KIMATA, Akihisa IZUMO and Suehisa TAKADA

{Department of Medical Zoology, Osaka City University Medical

School, Abeno-ku, Osaka 545, Japan)

During the period from November 1983 to March 1984, the natural infection of MonUifor

mis in house rats and cockroaches were surveyed in Osaka City.

A total of 138 rats, 114 Rattus norvegicus and 24 R. rattus, were investigated. These rats

were captured at three different places; Place A where nearly 50 small restaurants and snack bars

gathered closely at the first and second basements of a terminal station in the south part of the

city, Place B where about 100 small restaurants cluster in a two-story building nearby a terminal

station in the north part of the city, and Place C is the general residential area of the city.

The infection rates of MonUiformis among rats bigger than 50 g in the body weight were

93.9 % of 33 R. norvegicus from place A, 62.5 % of 16 R. norvegicus and 28.6 % of 7 R. rattus

from Place B, and 2.2 % of 46 R. norvegicus form Place C, respectively. None of 10 R. rattus

from Place C were infected. Among the rats smaller than 50 g, two of 8 R. norvegicus from

Place A was infected, but other 11 R. norvegicus and 7 R. rattus from Place B and C were

negative.

A total of 507 worms were collected, and all of them were identified as MonUiformis dubius

Meyer, 1932. The male : female ratio of the worms was 1 : 1.3. The proboscis size of worms

larger than 50 mm in the body length was 460-520X 180-200/im (in average, 488X 187j«m) in males,

490-590 X 170-210^m (515X196/*m) in females. The proboscis of females was significantly larger

than that of males in average (p<0.01). The proboscis size was larger in proportion to that of

trunk. Proboscis hooks were 12x9-12. The egg size was 106-123 X57-65^m (115X61//m) at

outer shell, 85-98 X 38-45//m (93X41/mi) at inner one.

A total of 59 cockroaches were caught at Place A, consisting of 8 Periplaneta americana,

1 P. fuliginosa and 50 Blattella germanica. At dissection, cystacanths were detected from 7 P.

americana, 1 P. fuliginosa and 2 B. germanica, respectively. The largest number of cystacanths

isolated from one individual was 196 in a P. americana.
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